
1- "" I発行輯鶴子構積所!
君!鴇同築市長崎金額剖

I -穏音量 0471(82)11 5 1 I 
昭鞠49年 |制 21ID(1 a・1路発行) I 

鰐388帯(糊お 7月31日航糊糊 腕

年
目

6
4品
τ

阿
同

誕
A
Y

刃ロm罫

な
っ
て
し
ま
っ
た
ニ
と
に
止
り

ま
す
e

原
閣
総
に
み
ま
す
と
、
た
き

火
的
不
仏
期
末
が
一
…
十
附
閥
抗
庁
と
一

番
多
〈
、
叫
融
緩
な
ど
を
地
帯
都
中
、

拡
大
し
て
し
ま
っ
た
も
の
十
件
、

子
ど
も
の
火
遊
び
八
件
、
タ
パ

コ
の
投
捻
て
六
件
な
ど
の
闘
に

な
っ
て
い
ま
す
。

判
明
復
も
異
常
乾
燥
が
続
き
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
状
絡
で

す
の
で
、
ゐ
凡
打

e

叫
に
は
十
分
気

を
つ
け
て
〈
ど
幸
い
。

ま
た
、
準
抗
予
備
燃
終
と
し

て
ガ
ソ
リ
ン
を
持
ち
議
ぶ
こ
と

救
急
車
の
出
識
は
一
千
三
十
髄

2尭28日~
3毘13日

盛割衷

審の火災予防運動

務
的
火
災
予
時
間
選
制
酬
が
二
月

…
十
八
日
か
ら

4

……
u
月
十
一
二
日
制
ま

で
の
一
日
調
期
間
、
会
閉
山
…
斉
に
行

な
わ
れ
ま
す
。

w
v
盟
璃
品
開
の
録
的
問

火
災
が
殺
生
し
や
す
く
、
時
ナ

附
削
除
令
ど
的
た
め
大
火
に
な
守

や
す
い
昨
吋
知
期
を
燃
え
る
の
で
、

来
日
町
内
み
な
さ
ん
に
は
.
火
災

予
防
隅
都
知
を
官
同
め
て
い
と
だ
き
、

火
汲
防
止
と
火
災
に
よ
る
死
傷

者
向
然
殺
を
未
然
に
時
間
十
鴨

が
判
制
約
で
す
。

V
盤
上
胤
隠
掴
棉

ゆ
わ
が
欲
的
避
難
点
検

ア
柄
小
銭
で
話
し
合
い
、
滋
縦
十
々

ル
訟
を
決
定
し
ま
す
。

イ
袋
入
・
子
ど
も
‘
術
関
品
喝
な

ど
の
総
議
場
所
安
部
什
点
検
し
ま

'
し
よ
み
F
@

②
タ
パ
コ
の
投
体
制
て
・
務
タ
バ

コ
H
H

胡
相
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

③
外
出
制
や
綴
る
時
間
に
は
火
剤
W
4
沼

を
伽
角
川
協
閉
し
ま
し
ょ
う
。

mw百
貨
沼
・
病
院
e

旅
館
・
ホ 吟若手iま火災で約1.号OOJ'i内が灰になって Lまいま Lt.:

猪
狩
間
関
十
八
年
中
に
愉
則
市
内
で

発
生
し
た
火
災
k
救
急
状
況
は

次
の
が
お
守
で
す
。

火
災
伶
軸
棋
は
九
十
鈴
ぞ
あ

q
、

こ
札
H
H

消
防
湾
紙
惜
段
以
来
の
新

記
録
で
あ
っ
て
、
裁
に
不
名
誉

を
こ
と
で
す
a

ニ
向
原
波
紋
、
三
月
、
十
一

月
‘
十
一
州
問
月
間
奨
常
乾
燥
絡
に

火
災
が
多
発
し
た
も
の
で
す
。

火
災
前
川
内
別
に
よ
る
焼
失
隠

描
棋
は
、
総
務
二
百
十
二
一
平
均
J
F

l
F
ル
・
林
野
双
千
六
百
五
十

平
方
メ
ー
ト
ル
換
そ
の
他
火
災
、

七
万
六
千
成
百
九
一
平
方
メ

i
ト

ル
と
な
っ
て
お
り

J
協
調
整
見
穣

稼
は
一
千
一
一
万
六
千
円
で
一
日

平
均
一
…
万
七
千
間
関
夜
間
が
灰
に

輔

V

や

争

争

1 月 3在、ら t2 J!1~まて'

H
H

、
棋
倒
栴
火
災
に
つ
な
が
る
券

帯
雨
に
泳
倹
な
こ
と
マ
す
の
で
絶

対
に
行
な
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
.

な
れ
品
、
火
災
・
品
概
念
的
通
報

を
す
る
と
き
は
、
何
回
廊
と
な
る

付
鋭
的
大
き
金
制
緩
〈
雄
物
・

潟
市
晴
名
)
な
ど
を
連
絡
し
て
く

だ
き
い
@

火災の発生ゑ原因

j点 弱 件数

たき火め不始主主 241'キ

孝義務等続線'1ft拡大 1事件

子供め火遊び S~宇

タバコ的投捻て 6件

j 風呂主主的絞殺不全主主家 5 fJキ

ーマッチの投手金て a~ド

; たき火中飛火 I 3f中

トー レンヂ的取扱不注意
2 fJ宇

アコン丹ヒータ…会話然 1件

|そ グ〉 {鹿 28f宇

苦f 書官件

級
制
限
ト
八
年
中
に
お
け
る

晶
特
急
出
動
件
数
は
…
千
一
一
一
十
一
一
…

品
げ
で
、
一
日
本
均
二
・
八
持
出
出

動
し
て
い
ま
す

G

こ
の
う
ち
附
臨
機
臨
時
総
な
ど
へ

綴
目
議
し
た
も
め
は
九
百
八
十
一
品

糾
げ
で
綴
送
人
質
紘
一
千
八
十
人

額
制緩克容

テ
ル
町
内
相
山
舗
な
ど
は
霊
安
丞
愉

総
体
制
制
を
時
時
間
開
し
ま
し
ょ
う
。
務

⑤
京
協
附
お
よ
び
林
野
町
火
災
を
沼

紛
止
し
ょ
、
ヮ
。

u
u

w
v
m
判

事

予

定

吋

O
二

月

一

一

十

八

日

同

ネ
組
問
七
時
に
法
務
許
・
明
主
的

支
所
・
夜
依
支
所
お
よ
び
分
防
火

を
ど
一
炎
に
サ
イ
レ
ン
・
学
時
撤

の
吹
鳴
・
お
砧
鱒
を
行
な
い
ま
す
。
為
市
品
に
よ
る
市
内
的
火
災
予
務
負
火
災
予
防

oe一
万

二

日

係

パ

レ

i
ド
を
行
な
い
ま
す

6

駅

短

大

会

危
体
問
物
品
開
送
車
線
を
滋
脚
常

L

O

そ

め

総

書

均

ま
す
ベ
市
山
内
嗣
前
叩
附
〉
火
災
手
酷
閉
め
掛
刑
務
・
立
者
相
料
消
判
的
努
・
川
削
除
問
凶
は
日
附
則
的

。
コ
一
月
朗
読
・
五
日
ポ
え
タ
ー
を
ど
を
街
終
・
築
業
剖
訓
練
等
小
、
鍛
え
た
体
力
安
発
問
押

総
論
糊
・
送
遜
パ
ス
仕
ど
持
率
所
・
分
印
刷
帯
兵
道
場
な
ど
に
掲
し
、
市
民
の
み
合
容
ん
の
時
間
火

制

酬

を

表

察

が

し

ま

す

.

滋

見

掛

川

町

向

上

主

義

及

を

隠

糾

問

に

旅
館
・
ホ
テ
ル
な
ど
を
予
格
的
情
叫
時
計
制
酬
の
実
線

l
そ
れ
次
の
と
お
り
叡
伝
大
会
を
い
り
な

必

然

ぞ

れ

の

議

場

内

火

的

取

扱

い

ゃ

い

ま

す

む

。
一
二
月
四
日

i
九

釘

管

理

あ

る

い

は

鴻

防

投

機

内

庁

内

み

な

き

ん

め

ご

協

力

と

川

削

減

共
開
間
後
翁
・
学
校
，

wゆ
嬬
蛾
品
開
倹
危
献
鷲
繍
聞
な
ど
火
災
一
γ時
間
計
一
関
?
の
ど
術
援
を
お
ね
が
い
い
た

な

r的
防
火
対
象
殺
を
先
按
を
た
て
て
火
災
憾
の
滋
副
部
と
か
し
ま
す
昏

A

小
一
間
決
行
〉

0
2
一
月
十
一
諮

1
十
二

8

相
周
消
火
・
滋
叫
時
制
同
総
な
ど
脅
曹
織
口
同

危
険
物
酔
町
議
所
・
取
組
慨
織
を
爽
絡
し
て
、
こ
町
返
品
則
的
効
巣
ぶ
州
内
…
日
一
日
午
前
九
時
吋
出
偶
発

予

防

災

祭

が

十

分

上

が

る

よ

う

み

ん

e

さ
ん

A
W
ス
タ
ー
ト
縁
仏
出
支
記
用
品
剖

危
品
問
品
開
安
九
沼
協
会
・
防
火
協
の
ご
協
力
を
お
お
?
が
い
し
ま
す
。
@
ゴ

i
ん
や
央
公
民
敵
陣

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
件
数
以
.
救
急
薬
務
発

足
以
市
市
内
絞
高
記
録
で
寸
窃

数
働
組
種
別
に
み
ま
す
と
急
務

が
一
番
多
〈
、
次
に
交
通
事
払
蹴

主
な
っ
て
い
ま
す
。

急
病
に
よ
る
由
同
制
問
要
議
丹
中

に
は
、
叫
組
制
都
世
帯
殺
に
該
当
し
な

い
い
わ
出
品
タ
ク
シ

i
が
わ
り

の
も
の
が
夜
分
あ
時
ま
し
た
会

こ
の
よ
う
な
妥
結
に
よ
る
出

動
中
、
ほ
か
に
災
議
務
紋
が
発

熱
し
た
場
合
、
非
常
に
支
隊
を

き
た
し
ま
す
め
で
、
も
う
一
波

数
議
泌
動
の
お
品
町
長
棚
柑
鮮
さ
れ
、

救
急
率
的
撚
勤
務
誠
に
ご
綴
カ

ね
が
い
ま
す
.

我
孫
子

市
内
表
玄
関
は

広
場
も
総
経
に

な
〈
、
紙
抗
議

り
は
安
心
し
て

買
物
さ
え
せ
き

ず
も
問
川
辺
何
軒
制

裁
み
は
入
。
緩

ん
で
ス
予
ム
化

し
て
い
る

E

そ

札
を
昨
比
叩
期
務
機

事
・
畿
で
‘
一
九
千

平
方
d
l
ト
ル

の
釈
然
広
場
を

つ
〈
り
‘
気
品
削

巡
り
を
一

4

十
γ

札

メ
ー
ト
ル
に
ん
ぬ

げ
、
公
開
問
ニ
カ

川
附
を
設
け
て
‘
ト
。
下
水
道
内

出
町
借
問
し
た
附
明
か
る
く
液
細
捕
で

幽
械
部
胤
仙
川
な
、
作
山
み
よ
い
淡
に

つ
〈
り
か
え
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
お

開
制
日
間
間
十
六
如
中
臨
鵠
殺
省

で
廿
料
亭
計
一
燃
が
絞
め
ら
れ
、

「
勘
州
市
滅
し
た
埠
叫
し
A
円
い
い
を

術
的
基
本
姿
勢
に
し
て
斗
師

事
華
を
滋
め
て
き
た
が
.
が

禁
品
川
口
問
に
つ
い
て
子
忽
を
上

級
る
設
重
な
窓
口
品
企
数
多
く

すぐできるものは
車ちに処理します

S建 Q {..o & 

市民サ問主ゴス際 82-4649

積
載
し
ま
し
た
.
孝
一
な
も
の

片
山
、
将
来
へ
の
不
安
か
ら
、

①
絞
前
二
十
五
メ
!
ト
ル
は

広
す
ぎ
る
的
寸
は
な
い
か

③
平
均
十
九
・

Z
A
%
的
総

品
世
は
多
す
ぎ
る
の
ぞ
は
企
い

品川付

品
鴇
陥
慨
仙
捕
や
抽
捕
時
間
に
不
安
が

品
る
等
で
し
た
。

都
海
側
関
側
組
ば
、
い
ま
や

m

imw
ヅ
パ
な
ど
先
進
絞
め
政

緩
め
中
心
課
開
聞

と
を
り
つ
つ
あ

AAa

る
が
、
い
ろ
い

w苅
ろ

な

矛

殺

に

み

治
川
町
ら
え
ち
た
都
市
開
制
緩

凶
J

白

河

を

鋒

決

す

る

た

鎌

V
4
E

め
に
は
、
そ
の

引
4

伊
凡
伊
齢
制
高
山
だ
け
を
と

っ「
J
Y

必

領

ら

え

て

対

策

を

信

製

ド

た

て

、

そ

れ

金

百

窓

つ

な

ぎ

合

せ

て

博

聞

い

〈

会

淡

で

は

こ

?

会

〈

回

出

掛

雑

で

す

。

回
静
決
的
検
も
官
明

ペ

H
州
制
れ
私
学
校
は
、

よ

み

叫

や

は

り

都

市

改

語
翻
河
・
J

迭
し
か
な
く
、

J
糊
制
品
科
叩
怖
平
総
劫
部
地

阪
に
つ
い
て
泣
‘

こ
の
幽
概
念
を
失

3

て
は
後
々
の
代
ま
で
縫
い
を

残
す
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
υ

位
M

い
世
代
に
夢
と
給
援
を

争
え
る
都
市
づ
く
勺
、
や
が

て
加
え
よ
う
と
す
る
二
十
…

役
目
柁
を
展
望
し
た
政
策
を
打

ち
た
て
る
、
こ
れ
札
が
政
寸
前
出
率

的
使
命
と
肉
負
し
宇
が
ら
‘

代
都
子
中
山
品
出
向
内
存
え
に
よ

る
倒
的
市
改
殺
を
…
日
も
浮
く

完
成
寺
せ
た
い
主
念
慨
す
る

も
め
で
す
。

広報をくおしにわたしたちの

885 



品
甲
小
嶋
現
淡
企
業
決
済
等
後
金
投
除

よ
T
拙
掲
附
快
金
華
共
済
事
禁
開
山
に

支
打
払
っ
た
第
一
一
報
尖
端
的
契
約

約
機
念
お
よ
び
心
身
隊
世
情
品
明

性
棋
盤
賞
会
泌
総
出
挽
に
も
と
す
〈

先
制
払
い
品
認
め
粧
品
開
明
縁

帯
醜
鴨
醐
概
州
制
入
が
ら
幾
し
別
引
か
れ

る
柚
慌
脇
陣
総
務
総

品w-京
総
災
骨
骨
組
関
俳
持
輔
拭
抽
慌
脇
陣

品
内
総
柑
組
合
的
絞
問
問
幾

品
咽
繭
融
緩
岡
市
出
掛
齢
制
緩

市
串
崎
明
ま
た
は
級
制
抗
議
録
察

@
余
地
改
良
縁
細
部
抽
出
臨
時

土
地
改
良
狂
的
認
開
明
、
た
だ

し
手
賀
滋
土
治
改
桑
討
誌
に
つ

(} 

二
十
二
日
か
ら
各
地
区
別
に
開
擢

護軍

。
所
得
か
ら
斡
献
し
引
か
れ
る
仲
間

除
絞
燐
幾

。
愉
相
制
間
後
臨
時

作
曲
柄
、
山
川
州
問
栂
留
め
畿
税
縁

。
開
闘
機
柑
阿
検
隊

隊
隊
へ
の
支
払
材
紙
岡
町
骨
骨

@
社
会
保
体
問
斜
地
対
体
的

今
年
も
ま
た
然
災
税
、
続
得
点
本
粛
に
級
品
協
し
、
前
年
州
問

鋭
、
一
挙
築
制
料
等
の
ゆ
後
叫
吋
織
に
線
開
閉
十
入
総
e

)

山
中
川
い
所
得
的
あ

入
り
ま
し
た
e

っ
た
人
へ
た
だ

L
，
品
川
線
が
一
ヵ

例
制
知
行
な
っ
て
お
号
ま
す
鋭
部
閉
め
勤
務
先
か
ら
粉
与
所
得
だ

削
刊
紙
俸
の
階
俊
綴
絡
を
次
的
お
け
で
絡
n
月
的
総
与
か
ら
仲
山
氏
税

制
械
で
行
な
い
ま
す
。
一
一
月
二
十
を
%
以
書
さ
れ
て
い
る
方
、
ま

一
一
日
か
ら
各
線
即
応
ご
と
に
滋
間
関
た
は
斜
開
制
抑
制
棋
の
礎
的
生
巾
山
崎
府
帝
討
を

し
て
行
な
い
ま
す
e

申
告
側
糊
線
総
務
回
留
に
開
地
出
幽
さ
れ
た
方
に
つ

が
近
づ
き
ま
す
と
市
役
所
的
慾
い
て
は
申
告
の
必
裟
は
あ
り
ま

日
が
非
常
に
泌
総
し
ま
す
の
で
せ
ん
J

ぜ
ひ
殺
寄
り
師
会
場
を
副
作
照
的
な
お
、
申
告
書
を
相
提
出
す
る

う
え
、
早
自
に
ム
申
告
し
て
〈
だ
持
法
申
告
書
の
手
引
き
を
よ
く

さ

い

。

読

ん

で

記

入

し

て

〈

だ

さ

い

。

i

柏
村
に
本
年
授
の
字
削
引
き
も
(
投
)

V
申
告
期
娘

を
雄
事
ね
て
お
り
ま
す
の
で
、
あ

二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
ら
か
と
め
徐
街
、
氏
名
、
生
年

目
ま
で
で
す
が
‘
出
期
間
拠
出
円
に
の
汚
録
、
ゑ
命
保
協
明
被
然
、

H
M
幾

脅
し
ま
せ
ん
と
各
織
的
役
時
怖
が
ぬ
昨
賄
側
開
な
ど
は
必
ず
総
人
的
、
7

認
め
ら
れ
な
い
場
A
げ
が
あ
冷
ま
之
が
品
開
き
れ
る
よ
う
お
燃
い
し

す
。
ま
た
、
期
限
後
的
小
品
開
で
ま
ず
。

す
と
仙
刷
制
怖
に
も
い
み
い
み
と
機
撃
曲
叩
畿
の
ど
宰
鯵
診
す
る
も
の

燃
が
ゑ
じ
ま
す
内
で
必
ず
州
刑
閥
抗
。
ゅ
泌
総

出
円
以
巾
比
叡
1
て
〈
何
仏
語
い
@
。
殺
人
間
切
側
綿
前
線
同
開
級
協
博
{
小
事

!
議
所
持
品
科
、
不
動
療
紛
惜
持
者
H
U

V
出
番
号
町
山
磯
山
酬
し
な

M

り
れ
ば
申
告
零
封
緩
め
開
明
総
遂
容
人
的

な

ら

な

い

人

た

め

)

同
明
一
粗
削
悶
十
九
年
一
月
一
日
現

O
必
閣
官
四
時
融
践
の
わ
か
る
替
相
胡

今
キ
ヰ
マ
・
サ
+
+
今
A
T
A
V
+
φ
・
サ
+
+
+
今
A
v
e
e
e
+寺
寺
寺
4
A
V会
+
+
d
e
+
A
V
+
令
+
+
止
す
今
立
す
今
+
+
+
・

8

村
市
役
所
は
、
次
の
と
お
リ
①
申
込
み
回
選
法
、
人
事
課
で
番
各
一
議
、
縁
日
夜
六
ヶ

F帥

咋

婦

人

交

通

指

導

員

の

募

集

を

交

付

し

ま

す

以

内

に

擬

相

官

し

た

写

真

(

や

や
行
を
い
ま
す
の
で
希
望
者
は
、
②
申
込
み
湾
総
を
脚
部
鋪
院
で
晴
樹
求
上
半
身
統
制
相
、
五
一
期
向
、
恥

村
お
申
込
A
く
だ
さ
い
。
す
る
場
合
口
は
、
芝
陣
内
車
交
い
縦
六
セ
ン
チ
横
一
湖
、
双
セ
一
件

同

曹

人

員

三

名

コ

賞

品

続

出

申

込

み

開

府

総

務

求

恥

ン

チ

メ

i
ト
ん
〉
を
ふ
禁
中

恥
r
v受
験

資

悼

惜

添

付

し

て

〈

恥

付

言

室

組

員

義

序

言

語

、

ま

い

。

紳

坤

療

の

雪

合

事

弾

…

1
4
H
第

y

v

線

事

湾

総

ゆ

ム
守
山
勿
十
時
三
千
戸
言
問
時
会
宜
耳
磐
伊
達
噌
喝
、
J

法
寄
ら
d

帥
慰
畳
F
援

川

燃

側

問

問

1
九

中

恥

コ

…

順

守

主

的

ベ

J

溢
内
紛
配
制
y
v
&
t
F
6
関岨
F
4
A
議

長

湾

総

山

間

月

…

u
U判

村
主
問
、
脱
税
叫
験

V
申
込
緑
町
明
付

吟

者

数

滋

〉

と

氷

山

認

し

、

ん

て

発

を

糊

明

記

級

品

刊

州

内

ト

九

年

一

以

月

十

…

ゅ

恥
今
世
V

総

約

十

八

没

し

た

淑

付

制

附

則

対

然

{

必

ら

ず

お

そ

の

仙

地

問

い

A
H
d
セ
は
‘
恥

料
支
二
、
と
〈
U
O
m
門
〈
そ
内
…
…
十
内
初
予
を
燃
布
〉
を
潟
市
役
所
人
世
帯
隷
(
八
二

i
一一円

同

総

務

手

当

)

対

し

て

く

だ

さ

い

。

一

一

本

一

内

穏

一

一

一

六

、

二

一

中

4

T

V

選

考

方

法

一

血

縁

試

験

③

山

片

品

み

間

市

総

に

は

、

卒

業

(

七

〉

へ

。

中

劇

V
受

験

学

絞

見

込

)

証

明

書

、

成

毅

夜

間

明

刺

宇
ム
す
れ
ヤ
令
争
+
争
や
や
+
ゐ
£
?
や
や
+
を
令
+
+
や
令
+
+
会
争
参
争
争
令
A
V
2
?
・
+
・
令
+
+
宣
誓
£
?
+
+
+
+
+
ι
v布

鯵月 1・16開 発 行

欄蹴日韓褒住民税申

関
側
州
開
制
問
、
附
側
代
年
余
お
よ
ぴ

後
議
品
刊
相
T
A
m
に
つ
い
て
は
総

粉
間
関
十
八
年
中
に
支
払
っ
た

綴
収
#
殺
を
あ
ら
か
じ
め
用
殺

し
て
〈
ど
普
い

6

品w
余
命
保
険
料
校
除

支
払
一
位
明
書
ま
た
は
遇
制
収

争
終
織
に
、
い
・
ふ
な
・
そ
う
魚
・
札
ん

殺
な
と
ピ
チ
ピ
チ
し
た
後
ゑ
約
‘
‘
十
六
万
七
千

絡
を
紋
践
し
ま
し
た
。

屯}れ
H
M

手
制
民
情
的
漁
業
後
間
例
措
組
合
と
予
抗
上
泌

漁
業
協
同
組
合
が
‘
前
時
や
術
的
同
期
時
間
を
う
け
て
‘

つ
り
人
や
'
H
H
然
を
品
寵
さ
れ
る
み
な
さ
ん
に
‘
ゑ

が
い
っ
ぱ
い
持
叫
ん
で
い
る
子
初
日
沼
を
み
て
ち
ら

お
う
と
、
一
月
二
十
m
H
e

三
十
宮
町
泌

B
に、

子
校
沼
大
法
叫
川
お
と
し
・
予
相
比
大
時
ヤ
総
務
部
判

用
地
先
か
ら
出
品
し
ま
し
た
。

大
き
〈
成
長
し
た
姿
を
は
た
い
も
の
で
す
。

い
て
は
持
参
官
中
間

@
小
作
料
ぬ
除

地
点
へ
の
小
作
仲
間
支
払
い
銭

収
数

@
蜘
脱
出
間
以
内
務
総
体
開

昨
年
中
に
パ
イ
ン

F
l
、
間

制
航
機
盟
市
町
鱗
入
脅
し
た
人
は
、

臨
時
入
証
明
務
(
鎖
収
議
て
ま

た
務
道
機
的
被
除
に
つ
い
て

は
、
軽
自
動
車
的
課
税
台
綬

を
参
考
に
し
ま
す
の
で
、
未

開
咽
け
町
方
は
早
急
に
履
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
内
総
詳
紹
に
つ
い
て
は
、

古
田
役
所
市
民
税
課
へ
お
問
い
会

b
せ
〈
ど
さ
い
。

丹時

観
の
申

~3 月J() EI 以後は非常に混雑します的でなるべく思闘に申告すし
て〈タどさ "0

卒
後
帯
情
的
様
式
が
変
更
に
企

ハマ‘蹴限公，
4
A
出中
ι

略
行
岡
市
拡
執
を
使
用

し
ま
す
の
で
、
申
営
委
が
閉
開
封

さ
れ
て
い
る
+
々
は
、
必
ず
そ
的

申
告
惑
を
後
恕
し
て
下
き
い
。

所
得
税
(
住
宅
取
得
捻
除
・

宿
直
届
常
時
日
祭
出
悼
を
ど
)
m
w

還
付
を

受
け
る
と
め
の
申
告
は
二
月
求

自
ご
ろ
ま
で
に
康
食
を
し
て
下

様
、
い
。申

告
が
お
く
わ
札
ま
す
主
持
品
付

食
的
支
払
い
が
M

陥
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

mw
ゑ柏崎山
γ
協
職
務
者
臨
時
っ
た
と
毒

の
糊
概
液
臨
問
欄
樽
の
瑠
寝
袋
持
悌

イ
、
問
哨
恥
判
開
時
十
八
年
中
日
い
ゑ
柏
崎

や
臨
地
物
会
ど
を
終
っ
た
方
法

油
開
帥
問
所
終
的
措
撒
{
聴
取
ι
怒
鳴
闘
を

路
間
的
し
、
仙
刑
制
惜
し
て
下
さ
い
a

ロ
、
税
法
改
廷
に
よ
ワ
、
)
帆
事

と
分
離
慨
録
制
批
岡
市
町
・
申
告
骨
骨
が

一
一
路
額
と
な
暗
ま
し
た
“

殺
体
内
所
得
の
あ
っ
た
方
H

持、

分
離
課
税
湾
町
申
告
書
を
使

用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
緩
め
て
か
ら
同
提
出

す
る
よ
う
お
緩
い
し
ま
す
@

φ
給
与
税
の
串
・
血
聞
は

拙制品
J

税
は
、
州
間
人
か
ら
制
問

十
万
円
を
こ
え
る
拙
闘
相
閉
め
黙

殺
を
も
ら
っ
た
入
、
ま
た
宅

一
二
件
以
内
じ
附
附
ヒ
人
か
ら
ゐ
…

年
以
上
ス
十
万
円
を
ニ
え
る

閥
均
的
財
掛
慨
を
も
ら
っ
た
人

は
、
二
十
万
附
門
を
こ
え
る
綴

月日 時間!会 鳩 参集賂竣

2月22日働 午午前詮事:(時 1区役受精を 事!投台、綴4 : (謁
幻自tI:J ， g 事!投下‘車

25 fI(時 . 潟;jl:定員詩 f号本、上毅本、塁秀

~6B fi.i ， 中毒事上、 下

21 B ~詩 2を e 中葉、室戸、中毒事丹 4 慈

2喜話線 ， 禁終予守lf.銭 祭主害、膏!IJ‘青磁古

3丹1 B宅島 ， 滋北自文芸奇 潟t台

H ， P専務脅年隊 関務、下ヶ戸

2吾t詰 必 久守家青年総 久幸家、土脊津

8 ， f民 f当 H 線戸、新富

4自(舟 午午前it8 :3S 我孫子市役所 2詩書?刷、~It子、夫王台、下今戸5 : (抽 ホール

5日ω 原 H 自UJ、本降、常設、若桧

6日備 2・ n 張本、輩、響、緑

78備 n ， 

8 Bi幽 ， 9 

事8tI:J . ， 上詰己的綴襲警iこ

1l8(愚 . ， 事?を3撃をま霊感

12廷も詩 . ， しをい者

13詰金持 ， ， 

対話持j ， e 

158 t曽 ， 9 

関支鷺驚癌諜税台揺の
縦寵罷鯖

善努 2月の続税婿

議室主主去の第4献です

千謀長手3fllおから 31131日まで

の側、閥復J夜燦課税合絞め縦覧を

fすなっておりましたが、今年は路

復最寄贈霊平見 I~ 燃する己主1五決案成1L h'

i銭れるP急激しですので、新法律に

よる議事総務豪華も滋れることとなり、

縦繁華道然li'主嘉納いたします。 j境問

i土3jjlB聖子でお織らせ Lます。

今R グ)lli~l~徴収位、次のとおり

ffないますのでご利用下さい。

関E寺… 2月2SB(木)

午前 9:00-午後4:00 

場所・輿i喝ミ子・福祉センター

886 

総統i玄、草ょたち内生活を明るく主主か

じするた抑的i哩です。
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地
元
毎

カ
を

49. 2. 16 

水
道
制
付
金
約
品
開
叙
に
つ
き
ま

し
て
は
、
絵
本
世
孫
お
よ
び
給

水
量
的
増
加
町
た
め
に
綜
年
十

一
月
か
ら
爾
同
月
検
針
・
掘
削

R
徴

収
を
行
な
い
徴
収
方
法
は
①
金

融
機
関
内
口
座
間
悶
替
給
付
制
腕
、

②
集
金
員
に
よ
る
鈴
間
間
後
絞
を

突
峠
喝
し
て
み
な
さ
ん
め
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

絞
波
紋
令
市
内
の
ム
減
数
線
開
問

も
だ
い
ぶ
数
を
揃
哨
し
斜
路
一
戸
数

も
多
〈
な
っ
て
き
た
こ
と
と
忍

わ
れ
ま
す
の
で
創
刊
品
滅
的
数
絞
ぢ

淡
も
だ
ん
だ
ん
門
川
市
控
除
問
診
陥
納
付

制
刷
に
移
行
し
て
い
た
だ
撃
と
い

J文

く

納
付

と
忽
い
ま
す
争

円

μ
感
後
答
品
納
品
目
制
制
と
は
、
水

遂
後
期
間
本
喝
の
方
的
預
金
口
威
か

ら
そ
の
品
世
間
市
科
会
が
支
払
わ
れ
、

そ
の
都
後
制
布
告
(
領
収
)
書
が

送
ら
れ
る
も
の
で
訪
阪
徴
収
町

民
時
吋
を
気
に
か
け
た
り
、
情
守

の
た
め
絵
付
で
き
ず
巡
れ
た
り

す
る
出
問
題
も
な
く
、
た
い
へ
ん

便
利
で
合
寝
山
町
な
方
法
で
す
れ

ま
だ
こ
め
方
法
を
と

ιれ
て

な
い
方
は
.
お
取
引
金
胤
問
機
関

町
一
税
金
口
耐
掛
か
ら
後
替
納
付
苔

札
る
よ
う
お
脳
相
い
い
た
し
ま
す
。

円
M

綴
郎
間
体
背
紋
緩
い
A
拡
散
機
関

は
次
の
と
お
り
で
す
‘

千
議
銀
行
・
4
2
綾
田
明
縫
削
強
行
・

関
東
銀
行
・
東
海
銀
行
・
太
険

て

設

湖
北
台
地
区
は
水
道
事
務
の

委
託
先
が
変
わ
号
ま
し
た

湖
北
台
地
区
の
み
な
き
ん
に

つ
き
ま
し
て
は
こ
れ
ま
で
ぷ
悼

式
会
枝
問
地
サ
!
と
ス
勿
に
委

託
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
の

閥
均
か
ら
は

J
明
時
知
子
市
管
ヱ

豪
州
助
問
内
総
合
に
率
一
位
怖
を
引
き
つ

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

品
挟
品
問
・
酪
同
相
帆
方
法
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
ど
お
り
で
す
の
で

よ
ろ
し
〈
お
緩
い
し
ま
す
。

お
側
同
会
せ
は
水
道
部
(
電
話

八
人
!
日
↓
一
一
一
一

i
五
)
へ

ヒ
的
、
不
十
事
附
関
係
殺
の
方
々
が

出
席
し
て
総
工
式
を
行
な
い
ま

し
た
。こ

的
ヱ
奈
は
、
一
銭
七
七
二

百
万
向
を
授
と
て
行
な
わ
紅
ま

す。
こ
れ
が
定
成
し
ま
す
と
、
大

広
衡
を
は
ヒ
め
然
出
前
室
・
教
義

議
一
・
究
開
柏
・
同
盟
務
室
電
サ
ン
ル

毛
ム
な
ど
数
多
〈
の
判
部
地
摘
が
と

と
め
い
、
い
こ
い
の
場
と
し
て

後
遂
を
セ
ン
タ

i
に
を
り
ま
す

の
で
も
悶
ナ
糊
期
ゆ
…
均
成
が
惨
た
れ
ま

す。

年

輯
公
民
館
講
願

wv
申
込
方
泳
中
税
協
棋
〈
印
後
必

樹
祭
か
‘
ハ
ガ
キ
へ
後
続
・

氏
名
'
部
-
A
Y
a

榊
臨
総
幾
分
砂

鴻
榊
緩
み
骨
密
税
対
仙
}
で
出
申
込
hu

ニs
p
t
w

wv
曲
申
込
磯
部
間
終
判
和
子
市
中
市
党

公
凶
民
融
開
(
ぬ
時
制
知
子
続
出
刷
〉

wv
滋
昭
蹴
一
二
月
一
毘
か
ら
申
込

み
を
受
付
け
ま
す
。
議
員
に

漆
し
し
だ
い
縁
切
号
ま
す
。

ハ
f
キ
で
ゆ
込
ま
れ
る
方

M
M

、
ス
月
二
十
八
日
以
前
向
消

印
に
川
い
て
は
平
等
告
は
か
る

た
め
受
付
け
い
た
し
ま
せ
ん
。

申
込
み
人
燃
が
作
品
怖
に
多
い

と
子
制
部
哲
れ
.
い
ろ
い
み
と
鈴

懸
を
お
こ
加
で
な
い
た
め
に
も
、

ハ
ガ
キ
申
込
み
よ
り
篠
崎
世
申
込

み
(
公
民
鰯
終
口
)
を
稀
惑
い

た
し
ま
す
。

科 理講座 長手選金，土守ユ話'j.'l三後 朝時.}羊雨中内繁華筆f勾終毛主 1年務綿名 i
書道銭感 毎i盟水午後 善努滋め初宅静から 1年長号 Z号名 i 
絵画端康 毎i盟水 午前 ;出t象的紛惨から 1再三知 20名 l 

l盆栽講 mr 毎週鍛 1• ~高 3 :.1:午後 君主宰主的手入れとi査り方 1年間 40名

読書講座 毎週木午前 定見代文生鮮の線強 1年間 20名

手芸講座 毎i盟火 午前 災m挙運撃の各機 半年間 20名

国芸講座 毎i昼食 午約 1Eと綴オミのつ<1)方 1年間 40名

音来森喜韮 f平丹語!il軍事高 3水午高官 コ…ラスを京体に 1年間 30名

告主勾講座 f手持第 2.~高 4 受注午後 封T1iJめ初務より 1年間 20名

重重 議 E韮 毎fI豊富 2.~高 4 日午詩tJ 絡め争E渉より 1年間 20名

善幸 五葺 1竪 重幸ij芸高 1詰 午後 おき重しとレクリェーション I 年長~ 5自名

本聾5 議整基 毎j翠念 !.p苦言 ア位理主的総務ょ。 半年郊 20名

町

2
2
1
t
i
i
3
5
3
2
3
5
E

量

3
5

山

田

町

一

端

災

時

知

子

中

期

金

一

樹

端

、

総

u
u
v
新
附
開
柑
?
小
燃
成
学
年
H
火
綴
制
刊

一

一

品

購

一

一

手

掛

雪

量

望

書

簡

裏

芸

術

小

〉

V
小

言

然

町

一

一

大

一

人

童

子

ミ

ソ

ン

大

言

、

我

Z
7鈴
木
か
ず
と
ら
〈

畑

一

一

ペ

出

3

出
捕
手
中
雲
市
中
心
に
ふ
:
山

γ
潟
小
〉
附
附
女
子
u
n
E説
明
子

町

一

一

二

一

3

絞
・
一
絞
め
喜
一
-
一
十
二
一
人
が
〈
習
会
ヱ
宮
川
県

un

m

一

一

ソ

一

マ

品

?

?

ま

し

た

e

中

庄

町

融

問

一

二

級

係

子

中

〉

出
一
一
喝

7
2
ま

控

室

は

、

成

窓

議

晶

化

釈

附

女

子

拠

隠

一

之

縦

霊

開

通

由

=
z
e
=
山
引
開
帆
品
部
て
、
制
問
北
地
区
内
の
ふ
ハ
ヤ
自
然
中
)
甲
高
校
問
子
一
富
山
"
禍
唱

曲

=

マ

=

前

メ

i
よ
か
ら
五
キ
ロ
メ

l
ト
鴎
正
美
(
成
田
高
)
守
一

向

=

量

喝

=

坊

主

コ

ー

ス

で

行

な

わ

れ

弓

恥

綾

(

合

大

学

生

)

男

子

1
犬

同

E

~

戸
田

d

ヨ
き
一
十
七
百
午
前
十
時
二
十
分
久
保
章
(
紛
鱗
)
甲
一
ニ
十

市

=

念

事

罰

ス

タ

ー

ト

し

た

。

歳

以

上

男

子

1
小
坂
部
筆
(

畑

1

2

縄
出
縁
者
は
次
丹
と
お
り
我
孫
子
)

日
任
期
満
了
に
な
る
廃
業
委
員

農

業

委

員

会

委

員

滝

1
1サ
と
き
用
い
ら

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

J
川
配
れ
名
簿
は
追
加
登

録
制
攻
が
あ
り
ま
せ
ん
。

蜘

紙

議

後

閥

門

会

惜

別

問

崎

潤

地

教

人

名

資

格

品

刊

の

氏

名

が

料

品

位

持

さ

れ

簿

内

総

抑

協

を

次

め

と

お

守

一

行

な

て

い

る

か

ど

う

か

綴

か

め

て

お

い

ま

す

，

い

て

下

幸

い

。

帯

剣

醐

開

…

…

持

一

一

十

三

段

か

ら

名

簿

H
M
X
n
x
十
一
器
撤
蹄
{
地

ゴ
…
汚
九
詰
ま

r

し
ま
す
。

軍
機
部
間
設
孫
子
宮
市
役
校
内

選
挙
管
噛
植
地
世
田
到
会

崎
明
ル
品
交
務
官
叩
後
交
引
所

時
吋
開
問
は
や
時
期
八
時
吋
一
二
十
分
か

談
該
悼
吋
会

国

HH

、，弓
u

恒

T

宥
叫
け
得
一
骨

・・2
・・a

語

呂

待

史

Z
蕗
お
い
仰
や

謝

同

時

四

月

佐

税制叩

2

布

行

人

会

食

ら
午
後
問
問
時
間
関
十
五
分
ま
で

泳
、
自
滅
院
を
設
か
)
で
す
。

こ
の
お
蜘
閣
は
…
均
一
川
口
湖
怖
政

で
夜
資
仲
間
ぷ
判
的
政
悩
酬
に
総
事
糊
例

制
概
し
た
も
の
で
、

m
閥
均
，
…
十
八

前

号

訂

原
爆
被
燦
者
の
相
談
日

こ
の
た
び
、
原
子
爆
弾
被
爆

者
を
対
象
と
し
た
相
談
日
を
設

け
ま
し
た
。

田
町
民
人
口
町
増
加
に
と
も
な

い
被
爆
者
も
年
々
増
加
町
一
途

を
た
ど
り
、
現
在
健
康
手
緩
の

保
持
者
は
千
六
百
名
を
こ
え
て

お
り
¥
ま
た
潜
在
被
爆
者
も
多

数
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
@

間
哨
務
総
十
八
年
後
総
米
貼
附
け

会
い
泌
総
に
つ
い
て
は
、
ん
仏
制
相

一
一
月
一
器
管
絡
絞
め
は
か
‘
次

的
方
々
か
ら
も
務
付
念
亀
慰
問

ゑ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

wv
隆
治
会
合
一
白
一
万
二
千
五

十
八
万
開
門

官V
同
調
人
分
七
十
七
万
一
二
百
六

ト
m
門山弘

wv

一
一
総
会
二
十
七
万
七
千
一
ニ

十
五
円
低

wv
我
孫
子
司
令
1
9
"マ
ー
ク
ラ
ブ

身
隊
者
・
総
務
兇
蜘
駄
に
例
月
加
附

内
総
的
介
品
、

V
統
制
問
ヂ
ザ
イ
オ
ン
ズ
ク
宇
ヅ

ね
た
き
り
殺
人
に
州
問
総
セ
ッ

ト歳
未
助
け
合
い
楽
器
棋
に
、
あ

り
が
た
〈
使
わ
せ
て
い
た
幻
き

ま
し
た
。

法
人
分
世
帯
殺
に
阻
附
し
て
、
地

域
民
生
委
員
的
労
々
の
ご
漆
カ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
梢
ヰ
〈
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

被
爆
翁
の
中
に
は
‘
法
令
等

内
攻
解
が
十
分
で
を
い
た
め
、

諸
手
続
き
を
き
れ
て
な
い
方
が

多
〈
闘
争
p
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
問
砲
に
応
ず
る
た

め
‘
相
相
談
包
を
次
の
と
お
守
行

な
い
ま
す
の
で
ご
参
加
却
下
き
い
e

v
期
信
昭
和
間
間
十
九
年
二
湾

か
ら
で
、
毎
月
第
一
湾
問
輪
日
H

wv
湾
問
問
午
務
九
時
吋
か
ら
十
時
吋

ぷ
十
分
ま
で

撃
機
一
前
払
如
何
搾
総
務

V
蝿拙一出端脳陣輪階部問抽間忠一一戦闘貝

前
例
紘
ツ
ニ
終
丹
…
自
発
行
繁
一
ぷ
一
時

八
や
し
も
珍
で
綿
麟
号
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
お
仲
間
ぴ
し
、
総
統
善

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
a

887 

町
制
一
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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ヰ

ま
ず火

金
消
そ
う

な
に
が
符
ん
で
も
こ
の
ひ
と

こ
と
に
つ
き
ま
す
。

隅
間
然
を
も
っ
て
後
期
中
町
火

は
金
額
渇
し
て
し
ま
う
・
」
と
柄
、

す
。
ゆ
れ
が
蜘
砲
し
〈
す
す
潟
ぜ

な
い
と
き
は
ス
キ
を
慨
を
k

火
を

拙
鳴
し
ま
し
ょ
う
。

。
火
を
滋
せ
，
F

と
声
脅
か
け
合

、ヮ
e

。
使
用
中
島
内
務
液
ス
ト

i
ブ
や

ず
ス
綴
m
判
的
コ
ッ
ク
‘
一
指
せ
ん

を
し
め
る
。

。

笥
h
R
簿
終
的
ス
イ
ッ
チ
者
切

る
こ
と
も
忘
れ
ず
に
e

あ
わ
て
て
外
に
と
び
泌
さ
な
い

一
歩
外
に
お
る
と
、
ず
品
や
窓

ガ
ラ
ス
、
紙
制
緩
な
ど
の
集
中
攻

黙
で
制
部
わ
ぬ
ケ
ガ
を
し
ま
す

ζ

一
お
ち
つ
い
て
身
内
安
全
を
図

η
ま
し
ょ
う
名

蜘
棋
の
中
の
安
念
品
綿
織

。
丈
夫
な
紙
や
ベ
ヴ
ト
な
ど
め

下
‘
絞
め
多
い
と
こ
る
〈
b
イ

レ
a

抑
入
れ
な
ど

J

に
身
を
寄

せ
る
e

タ
ン
ス
や
戸
嗣
聞
な
ど
制
問

れ
や
す
い
所
に
近
寄
ら
な
い
e

o一
一
燃
は
一
階
よ

q
も
安
会
e

あ
わ
て
て
滋
料
開
か
ら
か
け
終

日
ソ
た
ザ
、
燃
か
ら
飛
び
お
り
た

り
し
な
い
こ
と

ζ

心
を
お
ち
つ
日
H
る
法

ま
に
会
わ
ム
な
か
っ
た
火
の
元

を
心
P
チ
ェ
ッ
ク
し
た
れ
γ
‘
次

に
す
べ
き
行
織
を
窃
分
に
い
い

き
か
せ
る
ぷ
自
前
聞
を
も
っ

外
出
先
で
は

ま
ず
身
の
安
全
を

も
し
、
総
肇
出
向
や
テ
パ

i
ト

ま
た
は
地
下
街
な
ど
に
い
る
と

き
に
大
地
滋
が
加
飽
き
た
ら
人
間

は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
行
動

告
と
る
で
し
ょ
う
か
‘

曹
そ
の
場
明
、
附
穂
子
を
み
る
一
冷

静
型
c
i
i・
士
一
十
五
%

榔V
山州入
H
U

へ
ま
っ
す
ぞ
逃
げ
出

す
ぷ
哨
突
議
滋
叙
L

F

間
出
十
%

wv
み
ん
仕
に
つ
い
て
汲
げ
る
司

布
仲
間
怠
仲
間
型
;
:
一
一
十
%

V
そ
内
総

i
i
i五
%

((とg))

こ
の
う
ち
巡
切
な
の
は
も
ち

ろ
ん
「
冷
線
型
」
で
す
が
、
わ

ず
か
ぶ
分
的
一
だ
け
で
す
z

こ
の
冷
静
綴
も
外
的
人
丹
波

に
の
ま
れ
機
本
が
惨
事
を
生
む

結
果
と
な
り
ま
す
m
り
で
二
次
・

ぷ
次
的
金
災
定
討
を
防
ぐ
の
は
、

あ
な
た
的
冷
端
部
な
判
断
し
か
あ

号
ま
せ
ん
。

ピ
ル
出
向
・
蝋
州
議
衝
で
は

。
潟
瑞
樹
ピ
H

仰
の
す
予
ス
が
落
下

す
る
と
コ
ン
ク
リ

i
ト
に
も
突

き
さ
き
る
隣
組
制
刊
さ
で
す
。
問
中
〈

好
一
〈
的
広
い
也
豆
地
や
隊
出
内
に
退

澗
離
し
様
子
を
奥
ま
し
ょ
う
。

O
阿
附
い
た
鋭
校
や
下
が
っ
た
概
略

線
に
滋
れ
な
い
こ
と
餐

。
ガ
ス
も
れ
や
滋
織
の
と
vh
制削

れ
総
か
ら
淡
ざ
か
る
こ
と
の

。
水
弛
域
内
し
防
腐
僚
は
叫
鳩
山
附
闘
に

削
附
れ
や
す
い
の
明
、
議
ざ
か
る
。

地
下
総
に
い
る
と
書

。
附
附
嚇
叫
す
る
と
一
線
、
暗
や
み

と
を
る
が
す
ぐ
券
常
照
明
好
が

つ
〈
。
級
一
や
大
き
な
品
枕
に
丸
停
を

努
せ
州
開
予
を
み
ま
し
ょ
う
会

。
抽
地
下
街
は
つ
ぶ
れ
た
号
す
る

こ
と
は
ま
ず
を
い
&
山
山
口
が
わ

か
与
に
〈
〈
関
ぎ
き
れ
て
い
る

不
安
か
ら
パ
ぷ
ソ
タ
状
態
に
お

続 要 F 幸喜 事業 遺書
名 著在、 名称 名称

教室・講裳 眠寄λ買 教室，講堂 転事λ翼 教室，講堂 経書λ員

;義路子 1JJ、 1，811.7 久寺家青年館 お.ol 15'我義子高 25Z'o • 11人4 

Z ;)、 1，002.1 435 中安学総大学 1，32事.0 S島幸 中央学f!l:ii号 1，051.2 47喜

H、 551.1 お事j機戸妙蓮寺 115.5 52 Ilまm草子青年1Il 41.3 i 13 

' 4 JJ、 1，287.寺 591 費i主務量f!l: 33.0 15 三7闘士民接 16.5 7 

， 中 5，005.0 2，211 中里譲幾事事装 26守4 121 *勢 H 19.事 9 

j 湖 北申 3，059.3 i 1，3凶 宇事争干公民館 69.3 311 :t設古集会葬 33.0 iき

， 1，032.4 492 義務正泉寺 i弱点 30 I ìX r~務集会所 ~.喜 • 18 

;吉住;J. 1，003.2 459 務怒薬会所 事事.告 451 :t詮下公民健 66.0 30 

， 中 1，47'告。書 I670 喜善脅年毅 66.0 お竹内持詮 3喜.8 18 

;翁草舎や 3，652.0 I 1，587 根ii;Jt薬害事社 59.4 鈎宝綴賓国 165.0 75 

e 中 毒事4.告的 援j'ij¥坂t事社 19.8 普 E毒殺!lt 66.0 30 

;中典企民館臼.0 12書 機}ヨ束事基寺 l 49.5 22 1 f1i本脅年館 232.0 105 

高野i主脅if銭 33.0 15 下ヶ戸灘音寺 鈴.0 45 舟戸青年鎗 66.0 30 

え寺家分校 i自6.6 42 潟野出縫縁寺 1 66.0 i 30 事註支所 2毒.4 12 

l 脊阪会民鐙 9事舟 45 申書争青年館 82.S 38 中黒企民滋 132.0 草寺

関尭戸背続年編 72.8 32 灘北然育塁塁 264.0 120 綴F道管年銭 75.8 34 線

!柴袴東雲草寺 15 中録法曽綴 i号車A 十五33，事 71 中静干青年館 115.1 

i鶏薬会保曹園 373，0 162 ま者本簿合持註 66.0 3寺 上新本膏年終 i鎚.4 81 

寿保育言書 288，0 i奇3 久寺撃議議院 23上告 105 下ヶ戸青年館 き9.1 45 

め!まえ幼稚関! 132，号 的 :ニF雪童高校 159.0 345 務部青年苦言 82ι 幻
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ち
い
り
や
す
い
@

お
口
を
求
め
て
殺
到
し
な
い

こ
と
で
す
。

。
地
下
街
は
火
災
が
発
生
す
る

と
燦
や
官
官
議
ガ
ス
の
光
線
が
早

い
の
で
、
火
災
は
汲
〈
の
拙
洞
化

器
な
ど
で
す
ば
や
く
消
そ
う
。

ヂ
パ
i
a
p

・
険
麹
舶
踏
で
は

。
天
井
か
ら
後
打
川
や
ガ
ラ
ス
者

ど
が
綴
ち
る
の
で
窪
榔
坊
の
下
に

か
〈
れ
た
号
、
パ
ッ
グ
な
ど
で

淡
を
お
お
い
、
中
れ
の
お
ち
つ

き
を
持
、

。
際
緩
い
い
な
っ
て
も
券
常
隙
鴻

灯
が
つ
く
め
守
心
を
お
ち
つ
け
、

愛
付
注
者
的
納
税
一
不
に
従
う
e

。
品
開
れ
が
お
さ
ま
っ
て
も
出
口

へ
毅
載
せ
ず
綴
際
よ
〈
外
へ
お

る
こ
ル
九

O
L
レ
ベ

i
F
i
は
陥
商
隣
府
し
な

い
こ
と
。

自
動
織
の
運
転
中
川
神

。
滋
転
中
、
泌
総
と
感
ヒ
た
ら

議
後
左
お
に
後
持
品
し
消
防
問
磁
品
開

中
黒
や
緩
急
車
の
じ
ゃ
ま
に
な
ら

な
い
よ
う
友
側
に
鯵
察
す
る
。

O
停
車
後
す
ぐ
エ
ン
ジ
ン
金
J
広

め
る
。

0
・忽

f
ラ
ジ
オ
守
的
措
階
な
一
一
一

l
ス
を
キ
ャ
ッ
チ
し
行
動
す
る
。

掛
却
下
鉄
・
間
醐
飲
・
私
概
略
に
乗

っ
て
い
る
と
者

あ
が
骨
格
の
瞳
震
対
欝

家
庭
の
防
災
品
常
務

地
J

後
が
い
っ
起
っ
て
も
融
和
淡

で
鳴
が
あ
わ
て
ず
行
総
で
き
る

よ
う
全
員
で
対
策
を
た
て
ま
し

ト
歩
、

4，

ae

。
わ
が
家
を
と
り
ま
く
後
世
官
の

状
況
を
怒
定
し
、
地
畿
の
お
そ

ろ
し
き
を
滋
し
合
う
。

。
家
銭
的
各
人
が
ど
的
よ
う
な

行
動
を
と
れ
ば
柿
脱
税
瑚
が
よ
り
少

を
く
て
す
な
か
訴
し
合
、
フ
陰

出
品
者
向
さ
な
い
た
め
の
翁
え

議
畿
の
と
き
の
火
災
は
、
火

気
向
上
に
物
が
務
ち
た
り
火
繍
仰

が
制
削
れ
た
り
し
て
起
き
ま
す
.

次
の
よ
う
な
対
策
が
必
婆
で

す。。
石
油
欄
ス
ト
ー
ブ
は
、
対
嚇
機
内
闘

激
消
火
祭
還
の
つ
い
た
も
の
を

徴
用
す
る
こ
と
c

上
部
か
ら
議
Trす
る
紛
が
な

い
鴻
紛
に
置
き
、
ウ

i
テ
ン
や

ツ
ス
?
の
泣
く
に
は
緩
か
な
い

O
ベ
ン
ジ
ン
や
シ
ン
す
i
は
す

べ
号
性
的
ち
な
い
戸
械
に
入
れ
、

。
榊
臨
取
は
す
べ
て
総
務
が
が
捕
、
ぇ
、

潟
市
中
は
停
ふ
す
る
。
あ
わ
て
ず

乗
務
質
的
機
ぷ
に
従
い
行
総
し
、

勝
手
に
自
動
問
問
問
幾
援
な
ど
に

ふ
れ
な
い
。

。
停
電
に
な
っ
て
も
自
動
的
叫
に

砂時
m
削
問
問
明
幻
が
つ
〈
的
で
身
勝

手
な
行
動
は
や
め
る
こ
と
。

O
抽
地
下
鉄
で
は
あ
わ
て
て
市
中
外

に
山
聞
な
い
こ
と
e

滋
緩
や
高
圧

斜
地
流
に
触
れ
て
帥
間
後
死
す
る
お

そ
れ
が
あ
与
ま
す
。

ゆ
れ
が
と
ま
っ
た
ら
:

地
地
帯
胤
略
的
火
災
同
川
、
間
四
時
吋
に

多
発
し
ま
す
e

火
災
を
一
人
で

消
す
、
同
と
は
と
て
も
然
漆
匂

附
桝
り
近
所
の
み
ん
な
が
カ
を

会
わ
せ
消
火
に
あ
た
る
e

。
ケ
ず
告
し
た
人
を
発
見
し
た

ら
協
力
し
て
救
出
品
脱
線
に
あ
た

-
h
W
A
G
 

-O火
災
が
務
所
で
器
指
定
し
た
9
.

綬
水
的
魚
料
開
が
あ
る
と
尋
は
、

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
?
?
オ
な
ど

で
拍
池
袋
術
総
を
臨
開
き
、
波
紋
め

準
機
に
か
か
る
。

パ
ヰ
ッ
ク
状
態
と
は
?

パ
ニ
ッ
ヲ
と
は
「
恐
悦
」
と

い
う
こ
と
で
災
害
の
場
合
、
人

織
が
お
そ
れ
あ
わ
て
て
滋
乱
状

畿
に
お
ち
い
る
こ
と
を
い
う
。

群
胎
常
的
ゅ
で
は
こ
の
恐
怖
織

が
一
気
に
エ
ス
カ
レ

i
ト
し
、

人
は
「
烏
合
的
殺
し
と
化
し
、

た
っ
た
一
人
の
行
動
が
議
制
桝
阪

怠
を
創
的
ζ

し
ぜ
平
常
の
と
き
に

は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
無
茶

普
茶
な
行
動
を
し
ま
す
。
冷
淡

な
判
断
で
落
ち
つ
い
た
行
動
を

と
号
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
ー
ブ
を
ど
の
そ
ば
に
最
か

を
い
こ
と
金

。
ガ
ス
ニ
ん
ろ
な
ど
は
、
す
べ

り
止
め
や
が

1
ド
で
箇
{
定
し
ま

e
しょ、ヲ
a

叫
川
棚
隣
自
鈴
消
火
後
綴

こ
の
装
出
品
川
伸
次
的
一
一
一
つ
の
線

分
か
ら
成
り
た
っ
て
い
る
。

O
線
終
的
部
分
ー
ー
ム
機
動
を
キ
ャ

ッ
チ
す
る
務
分
科
、
様
子
式
と
世
間

竣
式
的
も
均
が
あ
る
。

。
作
品
開
部
分

i
!感
情
胸
部
分
か

ら
の
縫
且
す
を
消
化
務
分
へ
伝
え

る
働
き
を
す
る
‘

。
消
火
総
分
5551i作
動
率
分
と

線
終
し
て
摘
火
す
る
や

弛
駐
輪
鵬
曲
慌
の
滋
泊
朝
方
法

泌
総
が
起
こ
る
と
れ
制
緩
い
に

駒
郡
淡
町
安
否
が
い
災
づ
か
わ
れ
ま

す
。
こ
の
不
小
討
を
気
持
を
取
η，

の
ぞ
く
た
め
に
遂
殺
し
た
め
と

の
巡
絡
が
と
代
、
油
関
向
島
が
日
γ
〈

一い
i

例
措
噌
鎌
し
て
お
脅
た
い
券
常
持

か
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
す

。
出
凶
動
や
学
校
に
い
る
場
合
、
出
副
議

ど
こ
え
避
難
す
る
か
家
族
で
淡
い
ざ
と
い
う
と
き
右
往
左
往

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
傷

。
被
災
者
向
州
開
始
叫
に
浴
と
る
た

め
の
椴
総
務
が
市
役
所
や
淡
防

還
に
紋
け
ら
れ
る
の
明
、
家
袋
町

公
務
を
届
け
る
こ
と
に
す
る
。

O
遊
総
務
紛
か
ら
最
後
に
議
ち

つ
〈
発
を
決
め
て
お
く
。

殺
せ
き
、
相
時
人
申
喝
な
ど
に
も

あ
ら
か
じ
め
依
絞
し
て
お
〈
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

せ
ず
冷
品
市
に
滋
絡
で
き
る
よ
う

お
図
の
よ
う
な
非
常
持
お
絡
を

リ
ュ
ッ
ク
サ
ァ
ク
な
ど
に
入
れ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

偉
い
の
点
検
と
繍
補
強

い
土
、
側
関
東
大
渓
災
級
皮
肉

総
綴
が
お
き
た
ら
水
浴
義
務
の

一
・
二
%
に
み
た
る
約
一
一
万
捕
怖

が
倒
壊
す
る
だ
ろ
う
と
や
e
側聞さ

れ
て
い
ま
す
a

抽
岨
帥
婚
が
軟
弱
な

柚
地
域
、
建
物
が
ゑ
符
し
て
不
安

定
な
も
の
は
絵
や
土
お
な
ど
点

検
し
滅
後
し
て
お
く
与
と
が
必

饗
で
す
a

888 

赤 f霊4きがあなたのあせってる




